
【場 所】 市内自治会館やコミュニティーセンター等 【スタッフ】 市民のボランティア

【参加者】 5～25名程度、介護認定者も参加可能

実施内容（イメージ）

＜留意点＞ ○公平性を保つため、 参加希望を募る手上げ制

○「住民主体」を尊重

○単発でなく、複数回継続して参加

※市が社会福祉協議会に委託し、地区社協が開催（市内約50か所）ミニサロンの概要

実施体制 【従事者】管理栄養士・歯科衛生士 【頻度】1か所 年2回程度

ミニサロンにおける健康・栄養相談

1

講話（栄養・歯科）

個別相談（栄養・歯科）

※後期高齢者の質問票を使用

フレイルチェック票の記入



 7年間で44か所（市内ミニサロンの約8割） 、延べ約2, 900名へ保健事業を展開

 ミニサロンは市内通いの場の一部であり、引き続き活動の場の拡大が必要。

フレイル予防を中心に、楽しさを取り入れた支援で自分事化

2

R1～継続して普及啓発し、約8割はフレイルを認知

【R7ミニサロン】

・7地区 20か所（延べ34回）

・講話：延べ 555名

・フレイルチェック票： 326件

【第2層協議体】

・2地区 4回

・講話・フレイルチェック票： 122名

n=326

【R7ミニサロン】

・個別相談： 33件（会場・電話）

77%

18%

5%

「フレイル」という言葉を知っていますか

知っている

知らない

不明

フレイル予防の普及啓発

ハイリスク者の個別相談

new!



【対象】 概ね65歳以上の希望者（ミニサロン未参加者や健康に関心が少ない層がターゲット）

【方法】 事前予約なし・立ち寄り型相談会 【従事者】 専門職 （管理栄養士・歯科衛生士）

【内容】 フレイル予防の普及啓発、フレイルチェック票の記入・個別相談（10分程度）

人数実施場所実施日時

56人商業施設
イトーヨーカドー大和鶴間店5/28(水) 3時間

30人商業施設
イトーヨーカドー大和鶴間店7/28(月) 3時間

95人
商業施設（食育フェア）
イオンモール大和8/19(火) 6時間

38人
商業施設
イトーヨーカドー大和鶴間店12/16(火) 3時間

20人
第2層協議体と協働
オリンピック相模大塚店2/1(日) 3時間

32人
商業施設
イトーヨーカドー大和鶴間店3/10(火) 3時間

目 的
市内の商業施設やイベントを活用し、健康への関心の少ない層も含めた

フレイル予防や気軽に相談できる環境づくりを推進する。

【R7実施結果】 全6回 （更新済み）

・フレイルチェック票： 271件

・個別相談： 271件

・普及啓発：約 1,014件 （ちらし配布）

フレイルチェック相談会（商業施設等の活用）



商業施設やイベントを活用し、活動の場を拡大
ちらしによる普及啓発専門職による個別相談

【R7参加者271名の属性】

・ 平均年齢71.2±18.0歳

・ 男性24%・女性76%

・ 全員がR7ミニサロン未参加

・ 77.5%が市内在住

18.5未満
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参加者のBMI

n=193

BMI20以下
26％

 日頃相談につながりにくい層へのアプローチとなった。

 BMI20以下が全体の４分の１を占め、ほぼ全員がミニサロ

ン未参加者 ⇒ ミニサロン以外の活動の場拡大へ

 食育フェアとのコラボは参加者数が増加、若い世代も含め

て普及啓発できた ⇒ 保健事業と食育推進事業を意識的

に連動させることで、健康への関心が少ない層も含めた

きっかけづくりとなった。
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フレイルチェック相談会 参加者数

個別相談 (人)

6回6回5回3回1回回数

普及啓発
1,014件

 「この地域にフレイル予防を浸透させていきたい」

という思いを受け、地域密着型で実施。

⇒協議会のスタッフ（支援相談員等）や自治会長

など、地域での中心的な担い手へフレイル予防を

周知できた。自治会回覧板や地域の掲示板でも

周知。包括職員とも協働できた。

 地域に根差した取組みを少しずつ進めたい。

フレイルチェック相談会の様子（第2層協議体）


